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自分で考え 力を合わせ

夢に向かって 最後まで

１１月２７日（土），土曜授業日にＰＴＡ教養講座を開

催しました。今年度は前教頭，現県北教育事務所社会教育

主事の菅野桃子先生のお骨折りにより，市ＰＴＡ連絡協議

会（市連Ｐ）の推薦を受けて，県教育委員会の事業である

「親子の学び応援講座」の一つを本校のＰＴＡ教養講座として開催する運びとなりました。

当日，医療創生大学心理学部教授 中尾 剛 先生が来校され，「子どもたちのネットメディアの

利用における現状と危険性について」という演題でご講演いただきました。中尾先生は電子情報通信

学がご専門で，いわき市にある大学で教鞭をとるかたわら，福島県警察サイバー犯罪対策アドバイザ

ー，福島県生徒指導アドバイザー，福島県モラル教育アドバイザーを兼務されており，まさに「情報

モラル」教育のプロであるという印象を受けました。豊富な資料や事例をもとにネットメディアが子

どもたちに与える影響や我々大人がどのようにかかわればいいのかを分かりやすくお話しくださいま

した。

今後，ますます加速すると思われるデジタル社会。そこに生

きる子どもたちは生涯を通してネットメディアを利用していか

ねばなりません。その入門期にいかに安全で正しい利用を促し

ていけるか，我々大人の姿勢が問われています。今回の講演会

がネットメディア利用や情報モラルについて親子で真剣に考え，

話し合うきっかけになることを願っています。

ＰＴＡ教養講座 開催

【参加者の感想から】

・今の時代にフィットした大事な内容だと感じました。一人一人が意識をしっかり持つ必要があ

ると気付かされました。親子間での話し合いの場を持つこととルールをしっかり決めるなどに心

がけ，ＳＮＳやネットと心地よい付き合い方ができるようにしていきたいです。

・先生のお話をお聞きして，うまくメディアと付き合うことがこれからの子供の成長に大きくか

かわってくると感じました。親として子供の鏡となれるようにメディアを利用したいと思います。

・自分だけは大丈夫とか興味のないことは関係ないとか自己中心的に考えがちでした。親子で一

緒に勉強する必要性を感じました。



【今後の主な予定】

12/10（金） 書写指導①

13（月） 6年交流学習（大森小）

15（水） ＰＴＡあいさつ運動

5･6年宿泊学習(郡山自然の家)～16

20（月） 書写指導②，美化作業

23（木） 第２学期終業式

24（金） 冬季休業日～1/10

R4 1/11（火） 第３学期始業式

12（水） 発育測定（2･5･6年）

13（木） 発育測定（1･3･4年）

14（金） しのぶ号来校

19（水） カレッジオペラ公演

20（木） 全校集会

21（金） 交流学習（平石小5･6年生来校）

ＰＴＡ教養講座と並行して，お隣の家庭

科室では５・6年生が今年も「平田んぼ」で

の米作りでお世話になった平田んぼ指導員 髙橋様，渡辺様をお招きし

て「平田んぼ収穫祭」を行いました。

１０月中に収穫し，精米されたお米は29.1kg。子どもたちがその米

を炊いておにぎりを作り，具だくさんの味噌汁とともにみんなで会食し，

収穫を祝いました。例年だと全校児童や先生方にもおいしい料理をふる

まうところですが，昨年度同様，コロナウイルス感染症拡大防止のため

に断念。その代わりに後日，小分けにした新米を皆さんにプレゼントし

ました。5・6年生のみんなで丹精込めて作った「平田のつぶ」のお味

はいかがだったでしょうか？

平田んぼ収穫祭

１２月７日（火），「なわとびタイム」がスタートしました。室内で

過ごすことが多くなるこれからの季節，なわとびでいろいろな跳び方

に挑戦しながら，体力向上を図ります。「走れ走れタイム」と同様，毎

週火曜日・木曜日の業間に体育館で行います。今年も「福島県なわと

びコンテスト」に参加し，各自「なわとびタイム」で跳んだ記録を登

録する予定です。自分で目標を決め，どんどん挑戦してください。「な

わとびタイム」を通して，運動習慣の確立と病気に負けない体づくり

に努めてほしいと思います。

「なわとびタイム」スタート

１１月２５日（木），佐藤工業株式会社の羽

田様と長田様が来校され，除雪器具と融雪剤を

寄贈いただきました。校地内の除雪や凍結防止

のために有効に使用したいと思います。

除雪用具いただきました

スノースコッ

プ２０本のほ

かに，融雪剤

を１０袋いた

だきました。

ありがとうご

ざいました。


